
別海町起業家支援事業補助金の流れ


【申請者】申請書類の提出※申請時に面談による聴き取りや書類の確認を行います。
　　　　　　・補助金交付申請書（第１号様式）
　　　　　　・事業計画書（第２号様式）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　・収支予算書（第３号様式）
　　　　　　・予算額の根拠となる資料（見積書、契約書等）
　　　　　　・町税完納証明書・・・税務課で交付（有料）
・許認可等を要する業種を起業する場合は当該許認可を証明するもの（営業許可証等）
・登記簿謄本の写し（法人）、開業届の写し（個人）
　　　　　　・開業予定地の位置図
・誓約書兼同意書
・口座振替払申出書（補助金の入金先を登録する書類です）

【 町 】内容精査後、補助金指令書を交付

　　（事業内容・金額に変更がある場合）
　　　　　
【団体】変更（中止）申請書類の提出
　　　　　　　　　　　・補助金等交付変更（中止）承認申請書（第６号様式）
　　　　　　　　　　　・収支予算書　※補助金額に変更がある場合
　　　　　　　　　　　
【町】内容精査後、変更指令書を交付



【申請者】事業実績報告書の提出
　　　　　　・補助事業実績報告書（第７号様式）
[bookmark: _GoBack]　　　　　　・事業完了届（第８号様式）
　　　　　　・収支決算書（第９号様式）
　　　　　　・支出証拠書類（請求書、領収書、振込用紙等）
　　　　　　・起業拠点の写真（建物及び補助対象経費の物品、設備等）
　　　　　　・請求書（日付は入れないでください）
　　　　　　・交付指令書の写し


【 町 】事業実績報告書等の内容審査後、補助金額を確定し「確定通知書」を送付
　　  　確定通知書に記載の補助金を交付

補助金について、書類の提出・お問合せ・ご相談などは下記担当までお願いします。
別海町役場　商工観光課　商工・労働担当
電　話：０１５３－７５－２１１１（内線１６２３・１６２４）
メール：syoukou@betsukai.jp

· 補助申請にあたっての注意点　○
・事業実施期間について
　　　後で実績報告を出す際に支出証拠書類（領収書等）が、事業着手より前あるいは事業完了日
より後の日付にならないような事業期間としてください。

　　・補助対象経費について
	【対象経費】
	【対象外経費】

	・什器、備品等設備経費
・コピー機、パソコン等の機器経費
・店舗の内装工事、看板等の構築物経費
・宣伝広告に要する経費（新聞広告、チラシ作成）
・各種許可書等の取得経費
・その他町長が認める経費

	・車両、土地、家屋等の取得、造成に係る経費
ただし、事業の車両割合が90％を超える場合に限り対象経費とすることができる。
・開業、営業にあたり資格取得やスキルアップのための経費（受講料、受験料、旅費）
・生き物及び動物
・消耗品や商品など直接販売提供するもの（食材、美容液など）


　　※対象になるか分からない場合はご相談ください。
　　※補助対象物の購入については、申請年度内のものとしてください。

　　・予算書について
　　　予算書に書ききれない場合は、内訳書を添付ください。
　　　
　　・決算書について
　　　予算書に記載した予算額に対する決算額となるよう記載ください。
　　　予算に対して決算額が２０％以上増減する場合や、決算額の変更により補助金額が変わる場合は
　　　変更申請が必要となりますので、その場合は担当まで相談願います。

・写真について
購入した商品１個につき１枚撮る必要はありません。
内容が分かれば、ある程度まとめて撮影したもので問題ありません。
 (
ちょっと隠れるくらいは
OK
)


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　

　　　　　↑このように後ろの商品が隠れて　　　　　　　　↑このように横に置くなどして
　　　　　　見えなくなるような写真はダメです。　　　　　　　見えるように撮ってください。

・誓約書兼同意書について
　　　補助金を申請するにあたって、内容を理解し不正等は行っていないか、また、補助金返還事由に
　　　該当していないか営業実態の確認をすることがあるため、同意を得るものです。




・決算に係る支出証拠書類について　
　領収書は何の支払いか、内容が分かるようにしてください。
　（領収書だけで分からないものは、請求書やレシートなどを添付願います。）　　
☆原本を持ってきていただければ、こちらでコピーすることも可能です。
　　　　また、分割やローンなどで支払う場合は、支払内容が分かるもの（カード決済の書類や
　　　　　入金依頼書、請求書、契約書など）でかまいません。
